
(57)【要約】

【課題】従来の、有機エレクトロルミネセンス表示パネ

ルでは、有機エレクトロルミネセンス素子が実装された

基板と封止板とを接着面に接着剤を塗布して接着した構

造となっている。

このとき、接着面には、特に特別な加工はされておらず

、表面粗さが小さい平滑な平面となっている。接着面が

平滑な平面であるために、基板と封止板とを接着したと

きに、接着剤の表面張力が部分的に大きく影響し、接着

面と接着面との間に入り込む接着剤の量が部分的に異な

る。その結果、封止板と基板との取り付け精度が悪くな

る。

また、接着剤にシリコンからなる球を混入し、基板と封

止板との接着距離を均一にする方法があるが、接着剤に

混入する球が均一に分散しない場合もあり、封止板と基

板との取り付け精度が悪くなる。

【解決手段】このような問題を解決するために、有機エ

レクトロルミネセンス素子の基板または封止板の少なく

とも一方に凸部を設ける。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 実 装 し た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を
封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 該 封 止 板 の 側 の 接 着
部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 実 装 し た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を
封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 該 基 板 の 側 の 接 着 部
が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 実 装 し た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を
封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 い ず れ か 一 方 の 側 の
接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 し 、 他 方 の 側 の 該 対 向 す る 面 上 の 該 接 着 部
に 沿 っ た 領 域 の 少 な く と も 一 部 が １ ０ μ ｍ 以 下 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル に 関 す る 。 特 に 、 基 板 ま た は 封 止 板 の
少 な く と も 一 方 に 複 数 の 凸 部 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ は 、 従 来 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ に お い て
、 １ ０ は 基 板 、 １ １ は 封 止 板 、 １ ２ は 封 止 板 の 側 の 接 着 面 、 １ ３ は 基 板 の 側 の 接 着 面 、 １
４ は 接 着 剤 、 １ ５ は エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 、 １ ６ は 凹 部 、 １ ７ は 凹 部 の 深 さ 、 １ ８
は 凹 部 の 幅 、 １ ０ １ は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 、 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ に 示 す 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル １ ０ １ で は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
セ ン ス 素 子 ２ ５ が 実 装 さ れ た 基 板 １ ０ と 封 止 板 １ １ と を 接 着 面 １ ２ ま た は 接 着 面 １ ３ に 接
着 剤 １ ４ を 塗 布 し て 接 着 し た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の と き 、 接 着 面 １ ２ と 接 着 面 １ ３ と は 、 特 に 特 別 な 加 工 は さ れ て お ら ず 、 表 面 粗 さ が 小
さ い 平 滑 な 平 面 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 接 着 面 が 平 滑 な 平 面 で あ る
た め に 、 基 板 １ ０ と 封 止 板 １ １ と を 接 着 し た と き に 、 接 着 剤 １ ４ の 表 面 張 力 が 部 分 的 に 大
き く 影 響 し 、 接 着 面 １ ２ と 接 着 面 １ ３ と の 間 に 入 り 込 む 接 着 剤 １ ４ の 量 が 部 分 的 に 異 な る
。 そ の 結 果 、 封 止 板 １ １ が 基 板 １ ０ に 対 し て 斜 め に 接 着 さ れ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 同 様 に 、 接 着 面 １ ２ お よ び 接 着 面 １ ３ が 平 滑 な 平 面 で あ る た め に 、 接 着 面 １ ２ お よ
び 接 着 面 １ ３ と の 摩 擦 力 が 小 さ く 、 基 板 １ ０ と 封 止 板 １ １ と を 接 着 す る と き に 、 封 止 板 １
１ が 基 板 １ ０ に 対 し て ず れ て 接 着 さ れ て し ま う と い う 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
封 止 板 １ １ が 基 板 １ ０ に 対 し て 斜 め に 接 着 さ れ て し ま う と い う 問 題 を 解 決 す る た め に 、 基
板 １ ０ と 封 止 板 １ ２ を 接 着 す る た め の 接 着 剤 １ ４ に シ リ コ ン か ら な る １ ０ μ ｍ 程 度 の 球 を
混 入 し 、 基 板 １ ０ と 封 止 板 １ ２ と の 接 着 距 離 を 均 一 に す る 方 法 が あ る 。 し か し 、 接 着 剤 に
混 入 す る 球 が 均 一 に 分 散 し な い 場 合 も あ り 、 そ の 場 合 は 、 や は り 封 止 板 １ １ が 基 板 １ ０ に
対 し て 斜 め に 接 着 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら の 問 題 に よ っ て 、 基 板 １ ０ と 封 止 板 １ １ と を 接 着 す る と き に 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
セ ン ス 素 子 ２ ５ と 封 止 板 １ １ が 接 触 し て し ま う 恐 れ が 生 じ 、 そ れ を 回 避 す る た め 、 凹 部 １
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６ を あ る 程 度 深 く 、 凹 部 の 幅 １ ８ を あ る 程 度 大 き く し な け れ ば な ら ず 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル １ ０ １ の 厚 み が 厚 く 、 ま た 、 幅 が 広 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ９ ６ ８ ９ 号 公 報 　 （ 第 （ １ ） 頁 ～ 第 （ ８ ） 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 凹 部 の 深 さ の 調 節 が 可 能 で 、 か つ 基 板 に 対
す る 封 止 板 の 取 り 付 け 精 度 が 良 い 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 第 １ 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 実 装 し
た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る
面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 該 封 止 板 の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有
す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 第 ２ 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を
実 装 し た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対
向 す る 面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 該 基 板 の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部
を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 第 ３ 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を
実 装 し た 基 板 と 該 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 封 止 す る 封 止 板 と が 、 そ れ ぞ れ の 対
向 す る 面 上 の 接 着 部 で 接 着 さ れ 、 い ず れ か 一 方 の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数
の 凸 部 を 有 し 、 他 方 の 側 の 該 対 向 す る 面 上 の 該 接 着 部 に 沿 っ た 領 域 の 少 な く と も 一 部 が １
０ μ ｍ 以 下 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 本 願 第 １
発 明 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。 ま た 、 図
２ （ ２ ） は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 正 面 図 で あ る 。 図 ２ （ １ ） は 、 図
２ （ ２ ） に お け る Ａ － Ａ ´ 線 で の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ３ ） は 、 図 ２ （ １ ） に お け る Ｂ で
示 し た 部 分 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ に お い て 、 ２ ０ は 基 板 、 ２ １ は 封 止 板 、 ２ ８ １ は 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 、 ２ ８ ２
は 接 着 部 ２ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部 、 ２ ６ は 凸 部 の 高 さ 、 ２ ９ は 凹 部 、 ２ ７ は 凹 部 の 深 さ 、
２ ０ １ は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 、 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 実 装 し た 基 板 ２ ０ と 有 機 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 封 止 す る 封 止 板 ２ １ と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着
部 で 接 着 さ れ 、 封 止 板 ２ １ の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。 こ こ で 、 接 着 部 は 、 基 板 ２ ０ と 封 止 板 ２ １ と を 接 着 剤 に よ っ て 接 着 す る と
き に 、 接 着 剤 と 基 板 ２ ０ ま た は 封 止 板 ２ １ と が 接 触 す る 平 面 の 部 分 を い う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
凸 部 の 高 さ ２ ６ が １ ０ μ ｍ 以 上 の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ２ ８ １ を 封 止 板 ２ １ の 側 に 設
け る と 、 接 着 部 ２ ８ １ ま た は 接 着 部 ２ ８ ２ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 、 基 板 ２ ０ と 封 止 板 ２ １ を
張 り 合 わ せ た 場 合 、 凸 部 と 凸 部 と の 間 に 接 着 剤 が 入 り 込 む 。 ま た 、 凸 部 と 接 着 剤 と の 接 触
部 分 の 圧 力 が 、 平 滑 な 平 面 と 接 着 剤 と が 接 触 す る と き の 圧 力 に 比 べ て 大 き く な る た め 、 接
着 剤 の 表 面 張 力 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が 可 能 で 、 接 着 部 ２ ８ １ と 接 着 部 ２ ８ ２ と の 間 に 入
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る 接 着 剤 の 量 を 少 な く し 、 基 板 ２ ０ と 封 止 板 ２ １ と を 近 接 し て 接 着 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ の 結 果 、 凹 部 の 深 さ ２ ７ を 凸 部 の 高 さ ２ ６ と 略 同 じ 程 度 に し て 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ
ン ス 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る こ と が 可 能 で 、 凹 部 の 深 さ ２ ７ を 必 要 以 上 に 大 き く す る 必 要 が
無 く 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル ２ ０ １ の 厚 み を 薄 く す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ２ ８ １ は 、 例 え ば 、 サ ン ド ブ ラ ス ト な ど の シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト 法
等 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 封 止 板 ２ １ と な る 平 滑 な 平 面 を 持 つ 材 料 に 、 複 数 の 凸
部 を 有 す る 接 着 部 ２ ８ １ と な る 部 分 で は 粗 い 間 隔 で シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト し 、 凹 部 ２ ９ と な る
部 分 で は 、 集 中 的 に シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト を 行 え ば 、 １ つ の 工 程 に よ っ て 、 複 数 の 凸 部 を 有 す
る 接 着 部 ２ ８ １ お よ び 凹 部 ２ ９ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る
接 着 部 ２ ８ １ を 形 成 す る の み で あ れ ば 、 深 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 凹 み を 任 意 の 方 向 に つ け る こ
と に よ っ て 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ２ ８ １ を 形 成 す る こ と が 可 能 で 、 種 々 の 加 工 方 法 を
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
凸 部 の 高 さ ２ ６ は 、 １ ０ μ ｍ 以 上 と す る こ と が 望 ま し い 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素
子 ２ ５ の 厚 さ お よ び そ の 許 容 誤 差 を 考 慮 す る と 、 １ ０ μ ｍ 以 上 が 凸 部 の 高 さ ２ ６ の 十 分 な
高 さ で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 願 第 ２ 発 明 に つ い て 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で
あ る 。 ま た 、 図 ２ （ ２ ） は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 正 面 図 で あ る 。 図
３ （ １ ） は 、 図 ３ （ ２ ） に お け る Ａ － Ａ ´ 線 で の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ （ ３ ） は 、 図 ３ （ １
） に お け る Ｂ で 示 し た 部 分 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に お い て 、 ３ ０ は 基 板 、 ３ １ は 封 止 板 、 ３ ８ １ は 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 、 ３ ８ ２
は 接 着 部 ３ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部 、 ３ ６ は 凸 部 の 高 さ 、 ３ ９ は 凹 部 、 ３ ７ は 凹 部 の 深 さ 、
３ ０ １ は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 、 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 実 装 し た 基 板 ３ ０ と 有 機 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 封 止 す る 封 止 板 ３ １ と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着
部 で 接 着 さ れ 、 基 板 ３ ０ の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。 こ こ で 、 接 着 部 は 、 基 板 ３ ０ と 封 止 板 ３ １ と を 接 着 剤 に よ っ て 接 着 す る と き
に 、 接 着 剤 と 基 板 ３ ０ ま た は 封 止 板 ３ １ と が 接 触 す る 平 面 の 部 分 を い う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
凸 部 の 高 さ ３ ６ が １ ０ μ ｍ 以 上 の 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ３ ８ １ を 基 板 ３ ０ の 側 に 設 け
る と 、 接 着 部 ３ ８ １ ま た は 接 着 部 ３ ８ ２ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 、 基 板 ３ ０ と 封 止 板 ３ １ を 張
り 合 わ せ た 場 合 、 凸 部 と 凸 部 と の 間 に 接 着 剤 が 入 り 込 む 。 ま た 、 凸 部 と 接 着 剤 と の 接 触 部
分 で の 圧 力 が 、 平 滑 な 平 面 と 接 着 剤 と が 接 触 す る と き の 圧 力 に 比 べ て 大 き く な る た め 、 接
着 剤 の 表 面 張 力 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が 可 能 で 、 接 着 部 ３ ８ １ と 接 着 部 ３ ８ ２ と の 間 に 入
る 接 着 剤 の 量 を 少 な く し 、 基 板 ３ ０ と 封 止 板 ３ １ と を 近 接 し て 接 着 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ の 結 果 、 凹 部 の 深 さ ３ ７ を 凸 部 の 高 さ ３ ６ と 略 同 じ 程 度 に し て 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ
ン ス 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る こ と が 可 能 で 、 凹 部 の 深 さ ３ ７ を 必 要 以 上 に 大 き く す る 必 要 が
無 く 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル ３ ０ １ の 厚 み を 薄 く す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ３ ８ １ は 、 例 え ば 、 サ ン ド ブ ラ ス ト な ど の シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト 法
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等 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 封 止 板 ３ １ と な る 平 滑 な 平 面 を 持 つ 材 料 に 、 接 着 部 ３
８ １ と な る 部 分 で は 粗 い 間 隔 で シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト し 、 凹 部 ３ ９ と な る 部 分 で は 、 集 中 的 に
シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト を 行 え ば 、 １ つ の 工 程 に よ っ て 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ３ ８ １ お よ
び 凹 部 ３ ９ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ３ ８ １ を 形 成
す る の み で あ れ ば 、 深 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 凹 み を 任 意 の 方 向 に つ け る こ と に よ っ て 複 数 の 凸
部 を 有 す る 接 着 部 ３ ８ １ を 形 成 す る こ と が 可 能 で 、 種 々 の 加 工 方 法 を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
凸 部 の 高 さ ３ ６ は 、 １ ０ μ ｍ 以 上 と す る こ と が 望 ま し い 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素
子 ２ ５ の 厚 さ お よ び そ の 許 容 誤 差 を 考 慮 す る と 、 １ ０ μ ｍ 以 上 が 凸 部 の 高 さ ３ ６ の 十 分 な
高 さ で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 本 願 第 ３ 発 明 に つ い て 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ お よ び 図
５ は 、 本 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 の 配 置
パ タ ー ン の 例 を 表 し た 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ２ ） お よ び 図 ５ （ ２ ） は 、 有 機 エ レ ク ト ロ
ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 正 面 図 で あ る 。 図 ４ （ １ ） お よ び 図 ５ （ １ ） は 、 図 ４ （ ２ ） お
よ び 図 ５ （ ２ ） に お け る Ａ － Ａ ´ 線 で の 断 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ３ ） 、 図 ４ （ ４ ） 、 図 ５ （
３ ） お よ び 図 ５ （ ４ ） は 、 図 ４ （ １ ） お よ び 図 ５ （ １ ） に お け る Ｂ で 示 し た 部 分 の 部 分 拡
大 図 で あ る 。 図 ６ （ １ ） は 、 接 着 部 の 内 側 に 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 線 状 に 配 置
し た 図 で あ る 。 図 ６ （ ２ ） は 、 接 着 部 の 内 側 の 隅 に 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 配 置
し た 図 で あ る 。 図 ６ （ ３ ） は 接 着 部 ４ ８ ２ の 内 側 に 点 在 さ せ て 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４
５ を 配 置 し た 図 で あ る 。 図 ６ （ ４ ） は 接 着 部 ４ ８ ２ の 内 側 に 沿 っ た 領 域 を 複 数 の 凸 部 を 有
す る 領 域 ４ ５ と し た 図 で あ る 。 図 ７ （ １ ） は 、 接 着 部 の 外 側 に 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域
４ ５ を 線 状 に 配 置 し た 図 で あ る 。 図 ７ （ ２ ） は 、 接 着 部 の 外 側 の 隅 に 、 複 数 の 凸 部 を 有 す
る 領 域 ４ ５ を 配 置 し た 図 で あ る 。 図 ７ （ ３ ） は 接 着 部 ４ ８ ２ の 外 側 に 点 在 さ せ て 複 数 の 凸
部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 配 置 し た 図 で あ る 。 図 ７ （ ４ ） は 接 着 部 ４ ８ ２ の 外 側 に 沿 っ た 領 域
を 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ と し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ （ １ ） 、 図 ６ （ ２ ） 、 図 ６ （ ３ ） 、 図 ７ （ １ ） 、 図 ７ （ ２ ） 、 図 ７ （ ３
） に お い て 、 ４ ０ は 基 板 、 ４ １ は 封 止 板 、 ４ ８ １ は 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 、 ４ ８ ２ は
接 着 部 ４ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部 、 ４ ５ は 接 着 部 ４ ８ ２ に 沿 っ た 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 、
４ ６ １ は 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ４ ８ １ の 凸 部 の 高 さ 、 ４ ６ ２ は 接 着 部 ４ ８ ２ に 沿 っ た
凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ の 凸 部 の 高 さ 、 ４ ９ は 凹 部 、 ４ ７ は 凹 部 の 深 さ 、 ４ ０ １ は 有 機 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 、 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 実 装 し た 基 板 ４ ０ と 有 機 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ を 封 止 す る 封 止 板 ４ １ と が 、 そ れ ぞ れ の 対 向 す る 面 上 の 接 着
部 で 接 着 さ れ 、 い ず れ か 一 方 の 側 の 接 着 部 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 高 さ の 複 数 の 凸 部 を 有 し 、 他
方 の 側 の 対 向 す る 面 上 の 接 着 部 に 沿 っ た 領 域 の 少 な く と も 一 部 が １ ０ μ ｍ 以 下 の 高 さ の 複
数 の 凸 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ こ で 、 接 着 部 は 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ３ １ と を 接 着
剤 に よ っ て 接 着 す る と き に 、 接 着 剤 と 基 板 ４ ０ ま た は 封 止 板 ４ １ と が 接 触 す る 平 面 の 部 分
を い う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ４ ８ １ を 基 板 ４ ０ ま た は 封 止 板 ４ １ の 側 に 設 け る と 、 接 着 部 ４
８ １ ま た は 接 着 部 ４ ８ ２ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ を 張 り 合 わ せ た 場 合
、 凸 部 と 凸 部 と の 間 に 接 着 剤 が 入 り 込 む 。 ま た 、 凸 部 と 接 着 剤 と の 接 触 部 分 で の 圧 力 が 、
平 滑 な 平 面 と 接 着 剤 と が 接 触 す る と き の 圧 力 に 比 べ て 大 き く な る た め 、 接 着 剤 の 表 面 張 力
の 影 響 を 軽 減 す る こ と が 可 能 で 、 接 着 部 ４ ８ １ と 接 着 部 ４ ８ ２ と の 間 に 入 る 接 着 剤 の 量 を
少 な く し 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 近 接 し て 接 着 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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そ の 結 果 、 凹 部 の 深 さ ４ ７ を 凸 部 の 高 さ ４ ６ １ と 略 同 じ 程 度 に し て 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
セ ン ス 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る こ と が 可 能 で 、 凹 部 の 深 さ ４ ７ を 必 要 以 上 に 大 き く す る 必 要
が 無 く 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル ４ ０ １ の 厚 み を 薄 く す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 設 け る と 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 張 り 合 わ せ 、
基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 張 り 合 わ せ た 状 態 で 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 相 対 的 に ず ら す
と 、 接 着 部 ４ ８ １ の 凸 部 と 領 域 ４ ５ の 凸 部 と が 接 触 し た と き に 、 接 着 部 ４ ８ １ の 凸 部 と 領
域 ４ ５ の 凸 部 と の 間 で 、 摩 擦 力 が 生 じ る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を
設 け る と 、 平 滑 な 平 面 と 接 着 部 ４ ８ １ と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 を 大 き く 超 え さ せ る こ と が 可
能 で あ る 。 こ の と き 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 押 さ え つ け る 力 を 調 節 す れ ば 、 接 着 部 ４
８ １ の 凸 部 と 領 域 ４ ５ の 凸 部 と の 間 で 生 じ る 摩 擦 力 に よ っ て 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と が
ず れ る 量 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な り 、 基 板 ４ ０ に 対 す る 封 止 板 ４ １ の 取 り 付 け 位 置 を
精 度 よ く す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 基 板 ４ ０ と 封 止 板 ４ １ と を 接 着 す る と き に 有
機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ と 封 止 板 ４ １ と が 接 触 す る 恐 れ は 軽 減 し 、 凹 部 ４ ９ を
必 要 以 上 に 大 き く す る 必 要 が 無 く な り 、 そ の 分 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル
４ ０ １ の 幅 を 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 ２ ５ の 幅 と 同 程 度 に す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ４ ８ １ は 、 例 え ば 、 サ ン ド ブ ラ ス ト な ど の シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト 法
等 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 基 板 ４ ０ ま た は 封 止 板 ４ １ と な る 平 滑 な 平 面 を 持 つ 材
料 に 、 接 着 部 ４ ８ １ と な る 部 分 で は 粗 い 間 隔 で サ ン ト ブ ラ ス ト し 、 凹 部 ４ ９ と な る 部 分 で
は 、 集 中 的 に シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト を 行 え ば 、 １ つ の 工 程 に よ っ て 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着
部 ４ ８ １ お よ び 凹 部 ４ ９ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ も 、 例 え ば 、 サ ン ド ブ ラ ス ト な ど の シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト
法 等 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 基 板 ４ ０ ま た は 封 止 板 ４ １ と な る 平 滑 な 平 面 を 持 つ
材 料 に 、 領 域 ４ ５ と な る 部 分 で は 粗 い 間 隔 で サ ン ト ブ ラ ス ト し 、 領 域 ４ ５ の 以 外 の 領 域 で
は 、 集 中 的 に シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト を 行 え ば 、 １ つ の 工 程 に よ っ て 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域
４ ５ を 形 成 し 、 領 域 ４ ５ の 以 外 の 領 域 を 平 滑 と す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 複 数 の 凸 部
を 有 す る 接 着 部 ４ ８ １ を 形 成 す る の み で あ れ ば 、 深 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 凹 み を 任 意 の 方 向 に
つ け る こ と に よ っ て 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 ４ ８ １ を 形 成 す る こ と が 可 能 で 、 種 々 の 加
工 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 同 様 に 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 形 成 す る の
み で あ れ ば 、 深 さ １ ０ μ ｍ 以 下 の 凹 み を 任 意 の 方 向 に つ け る こ と に よ っ て 複 数 の 凸 部 を 有
す る 領 域 ４ ５ を 形 成 す る こ と が 可 能 で 、 種 々 の 加 工 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
凸 部 の 高 さ ４ ６ １ は 、 １ ０ μ ｍ 以 上 と す る こ と が 望 ま し い 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス
素 子 ２ ５ の 厚 さ お よ び そ の 許 容 誤 差 を 考 慮 す る と 、 １ ０ μ ｍ 以 上 が 凸 部 の 高 さ ４ ６ １ の 十
分 な 高 さ で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
凸 部 の 高 さ ４ ６ ２ は 、 １ ０ μ ｍ 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。 凸 部 の 高 さ を １ ０ μ ｍ 以 下 と
す る こ と で 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ を 接 着 部 ４ ８ ２ に 沿 っ た 領 域 の 任 意 の 位 置 に 設
け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 接 着 部 ４ ８ ２ に 沿 っ た 領 域 の 少 な く と も 一 部 分 に 領 域 ４ ５ が あ り 、 領
域 ４ ５ の 配 置 を 少 な く と も 、 図 ６ に 示 す 例 の も の と す る こ と が で き る 。 少 な く と も 、 図 ６
（ １ ） か ら 図 ６ （ ３ ） に 示 す よ う に 領 域 ４ ５ を 配 置 す れ ば 、 接 着 部 ４ ８ １ の 凸 部 と 領 域 ４
５ の 凸 部 と の 間 で 十 分 な 摩 擦 力 を 生 じ さ せ る こ と が 可 能 で 、 基 板 ４ ０ に 対 す る 封 止 板 ４ １
の 取 り 付 け 位 置 を 精 度 よ く す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 当 然 に 、 図 ６ （ ４ ） に 示 す よ う
に 、 接 着 部 ４ ８ ２ に 沿 っ た 全 部 の 領 域 を 領 域 ４ ５ と し て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 接 着 部 ４ ８
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１ の 凸 部 と 領 域 ４ ５ の 凸 部 と の 間 で 十 分 な 摩 擦 力 を 生 じ さ せ る こ と が 可 能 で 、 基 板 ４ ０ に
対 す る 封 止 板 ４ １ の 取 り 付 け 位 置 を 精 度 よ く す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 図 ７ （ １ ） か
ら 図 ７ （ ４ ） に 示 す よ う に 領 域 ４ ５ を 接 着 部 ４ ８ ２ の 外 側 に 沿 っ て 配 置 す る こ と も 可 能 で
、 少 な く と も 、 図 ７ （ １ ） か ら 図 ７ （ ４ ） に 示 す よ う に 、 接 着 部 ４ ８ ２ の 外 側 に 沿 っ て 領
域 ４ ５ を 配 置 し て も 、 接 着 部 ４ ８ １ の 凸 部 と 領 域 ４ ５ の 凸 部 と の 間 で 十 分 な 摩 擦 力 を 生 じ
さ せ る こ と が 可 能 で 、 基 板 ４ ０ に 対 す る 封 止 板 ４ １ の 取 り 付 け 位 置 を 精 度 よ く す る こ と が
可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 拡 大 断 面 図 は 、 そ れ ぞ
れ 、 図 ４ （ ３ ） 、 図 ５ （ ４ ） に 表 す も の と な る 。 な お 、 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 ４ ５ の 配
置 の パ タ ー ン は 、 図 ６ （ １ ） か ら 図 ６ （ ４ ） お よ び 図 ７ （ １ ） か ら 図 ７ （ ４ ） 以 外 の も の
を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 凹 部 の 深 さ を 調 節 す る こ と が 可 能 で 、 ま た 、 基 板
に 対 す る 封 止 板 の 取 り 付 け 精 度 を 良 く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 第 １ 発 明 の 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 第 ２ 発 明 の 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 第 ３ 発 明 の 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 第 ３ 発 明 の 実 施 の 形 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 の 配 置 パ タ ー ン の 例 を 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 の 配 置 パ タ ー ン の 例 を 表 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ： 基 板
１ １ ： 封 止 板
１ ２ ： 封 止 板 の 側 の 接 着 面
１ ３ ： 基 板 の 側 の 接 着 面
１ ４ ： 接 着 剤
１ ６ ： 凹 部
１ ７ ： 凹 部 の 深 さ
１ ８ ： 凹 部 の 幅
２ ０ ： 基 板
２ １ ： 封 止 板
２ ５ ： 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子
２ ６ ： 凸 部 の 高 さ
２ ７ ： 凹 部 の 深 さ
２ ８ １ ： 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部
２ ８ ２ ： 接 着 部 ２ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部
２ ９ ： 凹 部
３ ０ ： 基 板
３ １ ： 封 止 板
３ ６ ： 凸 部 の 高 さ
３ ７ ： 凹 部 の 深 さ
３ ８ １ ： 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部
３ ８ ２ ： 接 着 部 ２ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部
３ ９ ： 凹 部
４ ０ ： 基 板
４ １ ： 封 止 板
４ ５ ： 接 着 部 ４ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部 に 沿 っ た 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域
４ ６ １ ： 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部 の 凸 部 の 高 さ
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４ ６ ２ ： 複 数 の 凸 部 を 有 す る 領 域 の 凸 部 の 高 さ
４ ７ ： 凹 部 の 深 さ
４ ８ １ ： 複 数 の 凸 部 を 有 す る 接 着 部
４ ８ ２ ： 接 着 部 ２ ８ １ と 接 着 す る 接 着 部
４ ９ ： 凹 部
１ ０ １ ： 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル
２ ０ １ ： 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル
３ ０ １ ： 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル
４ ０ １ ： 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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